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゜
の期η寸け毛―メントをオ奎々の大きさに してレー

)レが本た木上 を滑 るときの摩擦祗抗 力 t頻|1定した。静的試験 t図 -31c示 し,試
'験

軌直 1〔根

動 tヵ口えた場合 t図 -41〔 示 した。 こ れ らの EXElによ′ |ご移動量 Q17.・t′α3π資ノ|れ観にお1ナ

る拡才た力|ますべ てメ帝イ寸けモーメント|〔レし″1し て増ヵ]す ることが認 められ る。 lざねクリ、ップ

の締付 けモーメ ントが 15θOち ―鍬 となるとき両“llのぼねクリ、ップがレールを押 れ 寸けるFt

力 は言1算 上 1950′,で あゃが`′ 図 ~3に よれlr移動量 lπ“におヽける摩擦族抗 力が 123o与

となつた。従つて払れ 力の澪触二カに対 するrしは0.63となり, F型 タイプ レー トの場合 に

一致 する。

図 -4は 振動誉生務綺〔よって廻柩数 175θぇ.F.仙ッ起柩力 6θθ
ち の根動 t″口れた場合 の試験

結果である。 この場合 にもレールの移動量 lπ観における拡抗力は振動 を″oえ r.‐ぃ場合の約～

"%と なった。

若者 はすで1[皮木o 迫ヾ床中 在レール方向に移動 するときの拡才た力 をラ具けた し, そ の結果 遂

土木蛍会第 IS回年)K学街講演会おょび土木学会論 文集第77考 に番友 した。 試験軌 重の上に

種 々の大きさの荷重 t載 せ′ ま たはキ晨動 力 を加 えてこれ をレール方向に;|い たのであるう

ォた人が道床中 t移 動するときの祗キた力1ま移動の進 む|■従 って増加 しノ 移 動量が a03π 籠 `

超 えた4後に移動 量の対数 と樋けた力 とは直線的の関4系にあることが認 められ た。彩勧量がlθ

～ 3θηπとな ったときに最 大抵抗力に達 した。試験軌 道上 |(3oθ
%の 荷奎 之置ぃたとき景

大松キえ力 は沐札 木におい てネセ木 1挺 の片神|レール券り4802,と なり′ PC枕 木におし`て|ま

64θ
%と なつた。これ らの拡抗力 は軌道 lc振動 tカロえたときに危敷 にイは下 し′振動 挙生機

l`よつて廻転数 1390′.ゃ・ち 起折` 力 377%の 振動 t,0た た場合にたれぞれ ,5%お よヽび 29θ

%と な った。 これ は祈譲助tカロたなぃ場 合の3′%お よび45%て ゛
ある。
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